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［                    ］test data

ゴム堰下部工設計計算

本計算は、ゴム堰引布製起伏堰基準（案）(財)国土開発技術研究ｾﾝﾀｰ 編 に基づき水理計算を行った。

1．検討条件

(1)河道条件

上流側計画高水水深(ｈ)                      下流側河床勾配(Ｉ)    1.200 (m) 1／1000 (－)

(2)構造設定

3.000

1.200

1.000

2.000

・補助構造物無し

・しゃ水工の設置有り

・水叩き数　上流側１つ：下流側１つ

(3)ゴム堰

BsL Bo BsR

基準堰高

水

1径間

堰高     1.200 (m)

袋体積載床版長     3.000 (m)

　袋体底幅(Bo)　　右側壁部水平長(BsR)

   10.000 (m)     0.500 (m)

o)   9.81000 (kN/m )3

c)  24.52000 (kN/m )3

)     8.500 (-)

    0.350 (m)

最大越流水深算出係数  0.200 (-)

膨張媒体

径間数

左側壁部水平長(BsL)

1 0.500 (m)

(4)設計諸条件

水の単位体積重量 (ω

ｺﾝｸﾘｰﾄの単位体積重量(γ

クリープ比[根入れ長] (Ｃ

水叩き最小部材厚

●縦断図

●計算書
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2．袋体積載床版厚、水叩き厚の設計

(1)計算式

袋体積載床版や水叩きの必要厚(ｔ)は次式により決定する。ただし、最小部材厚は35cmとする。

Ｕ  －ｈ･ωopm

ｔ＝Ｆs・
γc－ωo

ここに，

    ｔ  ：水叩きの必要厚 (m)

    Ｆs ：安全率                                 4/3 (-)

    Ｕ  ：水叩きに作用する揚圧力のうち最大の値pm (kN/m )2

    ｈ  ：任意の点での水深 (m)

　　ωo ：水の単位体積重量                     9.81000 (kN/m )3

　　γc ：コンクリートの単位体積重量          24.52000 (kN/m )3

揚圧力の計算式は、次式による。

Ｕ  ＝（ｈ＋Δｈ・    　　　）･ωopm

Σｌ－ｌx

Σｌ

ここに，

    Ｕ  ：水叩きに作用する揚圧力のうち最大の値pm (kN/m )2

    ｈ  ：任意の点での水深 (m)

    Δｈ：上流側水位と越流落下水位との水位差 (m)

    Σｌ：全浸透路長 (m)

    ｌx ：任意の点までの浸透路長 (m)

　　ωo ：水の単位体積重量                      9.81000 (kN/m )3

(2)袋体積載床版厚、水叩き厚の計算

計算条件

上下流水位差Δｈ＝上流側水位－下流側水位

                ＝1.369－0.041

                ＝1.328 (m)

全浸透経路長Σｌ＝袋体積載床版長+下上流側水叩き長+各遮水工長×2+各水叩き厚

                ＝3+1+0.5+(1.4+1.4+1.4+1.4)×2+0.932+-0.068+0.5+0.5

                ＝17.700 (m)

上流側水位　    ＝ｈc+堰高

　　　　　　　　＝0.169＋1.200

　　　　　　　　＝1.369 (m)

下流側水位　ｈ  ＝0.041 (m)1a

・ゴム堰縦断図

［test data   ］

hc

h1a
h1bh2

越流長射流区間 跳水区間(短)

 跳水区間(長)

 護床工Ｂ  護床工Ａ

 Ｌ2  Ｌ1

 Ｗ2  Ｗ1 Ｗ袋体積載床版長

H

上流側護床工長

 取付け距離

 取付け距離
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